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総合的な学習の時間 

 

総合的な学習の時間において主体的な学びを実現する指導の工夫 
― 探究のプロセスの中で見通しをもたせる振り返りシートの活用を通して ― 

 

坂町立坂小学校 古土井 享子 
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Ⅰ 主題設定の理由 
次期学習指導要領等に向けたこれまでの審議のま

とめ（平成28年，以下「審議のまとめ」とする。）で

は，主体的・対話的で深い学びの実現が重要であると

示されている。また，「総合的な学習の時間において，

探究のプロセスの中で主体的に学んでいく上では，

課題設定と振り返りが重要である。課題の設定に当

たっては，自分事として課題を設定し，主体的な学び

を進めていくようにするため，実社会や実生活の問

題を取り上げることや，学習活動の見通しを明らか

にし，ゴールとそこに至るまでの道筋を描きやすく

なるような学習活動の設定を行うことが必要であ

る。」1）と述べられており，総合的な学習の時間にお

いて児童が主体的な学びを実現していく上では，課

題設定や振り返りを重視させ，学習への見通しをも

たせることが重要であるといえる。 

しかし，所属校において６月に行った主体的な学

びの状況に係る全校児童対象のアンケート項目のう

ち，探究のプロセスにおける学びについて肯定的に

答えた児童は54.5％であったことから,児童は探究

のプロセスに沿った学びになっていないことが分

かった。また，教師を対象に同アンケートを行った

結果も57.1％と低く，教師は探究のプロセスに沿っ

た学びになっていないと感じていることが分かった。

これまでの総合的な学習の時間においても，探究の

プロセスに沿った主体的な学びになっていないと考

える。そこで，本研究では，主体的な学びを実現する

ために，児童自らが探究のプロセスを把握し，見通

しをもって取り組めるような振り返りシートを開発

する。この振り返りシートには，単元全体を通して

探究のプロセスごとに，１単位時間ずつ課題の目的

や解決方法の見通し及び本時の学習目標に沿った自

らの学びの状況を記録し，履歴として残すことがで

きるようにする。児童は，単元を通して蓄積したシー

トを見直すことで，これまでの学びを確認したり，次

への学習課題を見付けたりすることができる。教師は

このシートを通して，児童の学びの状況を把握し，

評価の観点に沿った指導を行う。このように振り返

りシートを活用することは，児童の主体的な学びを

実現させるとともに,資質・能力の育成につながると

考え，本主題を設定した。 

 

Ⅱ 研究の基本的な考え方 

 

１ 主体的な学びとは 

主体的な学びについて「審議のまとめ」では,学ぶ

ことに興味や関心をもち,自己のキャリア形成の方

向性と関連付けながら,見通しをもって粘り強く取

研究の要約 

本研究は，探究のプロセスの中で見通しをもたせる振り返りシートの活用を通して，総合的な学習の

時間において児童の主体的な学びを実現する指導の工夫について考察したものである。児童に見通しを

もたせるためには，単元の流れに沿って自己調整学習の予見，遂行，自己内省の三つの段階を取り入れ,

振り返りを生かした学習活動を行うことが有効であると分かった。そこで，探究のプロセスと自己調整

学習の過程を関連付けた振り返りシートを作成し，授業を振り返るとともに，次時の学習目標を設定す

ることで，学習の見通しをもたせた。その際，教師のアドバイスにより，児童の学習への動機付けを促

した結果，児童は次時の学習への見通しをもつことができた。このことから，自己調整学習の過程を取

り入れて作成した振り返りシートの活用は，総合的な学習の時間において，主体的な学びを実現するた

めに有効であるといえる。 
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り組み,自己の学習活動を振り返って次につなげる

ことであると示されている。また,広島県教育資料

（平成28年）では,「授けられた知識を一方的に享受

するのではなく,学習者自らが能動的に学びを展開

することであり,学習者基点の学び,深い学びといっ

た側面をもつ。」2）と示されている。さらに,小学校

学習指導要領解説総合的な学習の時間編（平成20年,

以下「解説」とする。）では,総合的な学習の時間の

目標の中で,主体的な学びについて示されている。

「解説」では,主体的な学びについて,自ら学び,自ら

考え,主体的に判断することであり,自ら見付けた課

題に対して主体的に学習活動を繰り広げ,自分なり

に納得できる答えを探し求め,判断できることであ

ると示している。これらのことから, 本研究におけ

る主体的な学びとは, 児童自らが興味・関心をもち,

発見した課題に対して自ら学び,自ら考え,見通しを

もって取り組み，自己の学習活動を振り返って次に

つなげる学びであると考える。 

 

２ 総合的な学習の時間において主体的な学

びを実現する指導とは 

「解説」では,総合的な学習の時間において,主体

的な学びを実現するためには見通しや計画を立て,

多様な情報を収集し,整理・分析するなどして考え,

まとめていく等の学び方やものの考え方を,様々な

対象に適用できるように育てていくことが必要にな

ると示している。その一連の学習活動について,「課

題の設定」「情報の収集」「整理・分析」「まとめ・表

現」といった探究のプロセスを通して，問題解決的

な活動が発展的に繰り返されていくと示している。 

広島県教育資料（平成 28年）は, 主体的な学びを

促す教育活動の一つとして，児童生徒が自ら課題を

見付け，課題の解決に向けて探究的な活動をしてい

く学習である「課題発見・解決学習」を挙げている。 

本県が示す「課題発見・解決学習」では,その過程

を「課題の設定」「情報の収集」「整理・分析」「まと

め・創造・表現」「実行」「振り返り」などがあるとし

ており,総合的な学習の時間における探究のプロセ

スに「実行」や「振り返り」の過程が加わることによ

り,学びの広がりが見られることから「課題発見・解

決学習」の過程を本研究における探究のプロセスと

する。中央教育審議会答申（平成 28 年）では，「主

体的に学習に取り組む態度」については，子供たち

が自ら学習の目標をもち，進め方を見直しながら学

習を進め，その過程を評価して新たな学習につなげ

るといった，学習に関する自己調整を行いながら，

粘り強く知識・技能を獲得したり，思考・判断・表現

しようとしたりしているかどうかという，意思的な

側面を捉えて評価することが求められると示してい

る。 

本研究では，この探究のプロセスにおいて，児童

に見通しをもたせ，主体的な学びを実現する手立て

として Barry・J・Zimmerman（1989）の述べる自己調

整学習を取り入れて指導を行うものとする。 

 

３ 主体的な学びを実現するための指導の工

夫 
(1) 探究のプロセスの中で見通しをもたせるとは 

Zimmerman（1996）は,自己調整とは，教育目標の

到達を目指す自己調整された思考，感情，行為のこ

とであると述べている。この場合の「調整」とは，目

標設定に向けて，周りに意欲的に働きかけ，変革し

ていくという，積極的意味を含めている。そして,自

己調整学習は,図１のような,予見段階,遂行段階,自

己内省段階といった三段階で構成される循環的なサ

イクルであると述べられており，それぞれの段階に

は，過程がある。その過程には六つ示されており，課

題分析，自己動機付け信念，自己制御，自己観察，自

己判断，自己反応がある。さらに，各過程は 14の構

成要素に分類されている。そこで，本研究では，学習

に見通しをもたせるために，予見段階における課題

分析の過程の構成要素である目標設定，方略プラン

ニングと自己内省段階の自己判断の過程における構

成要素である自己評価を活用する。さらに，予見段

階の自己動機付け信念の過程について，本来は，児

童自身が行うものであるが，発達段階を考慮し，教

師によるアドバイスとして活用する。 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ Zimmerman（2000）の自己調整の諸段階と諸過程 
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塚野州一（2016）は，自己調整について学習課題に 

応じて調整する固有な過程を選択し実行することと

し，その過程には，次の①～⑧のようなものがある

と述べている。①自分自身で固有の近接した目標を

立てること②目標に達するための有効な方略を探る

こと③進歩を確かめるために遂行過程を選択的にモ

ニタリングすること④目標を達成しやすいように物

理的に環境と社会的環境を再構成すること⑤効果的

な時間の使い方を工夫すること⑥方法を自己評価す

ること⑦結果には原因があると考えること⑧これか

らの学習方法を調節することである，と述べている。

つまり，探究のプロセスも自己調整学習も課題設定

と自己評価が重要であり，目標達成に向けた単元計

画及び授業計画において,振り返りを生かした課題

設定を行えば，児童は学習に見通しをもち,主体的に

学ぼうとするサイクルが展開していくと考える。 

これらのことを踏まえて，所属校児童の実態に基

づき，図１「Zimmerman（2000）の自己調整の諸段階

と諸過程」について構成要素を選択し，塚野（2012）

及び Zimmerman（2000），伊藤崇達(2009)，中谷素之

(2012)，Wigfield,Tonks,＆Eccles(2004)の論に，稿者

の解釈を加えて，表１のようにまとめた。表１に整

理した諸段階と諸過程における構成要素を取り入れ

た振り返りシートを作成し，活用させていく。 

(2) 構想図について 

これまで述べてきたように，主体的な学びを実現 

するための工夫として，探究のプロセスの中に，自 

図２ 本研究における構想図 

 

己調整学習の過程である課題分析，自己動機付け信 

念，自己観察，自己判断を取り入れていく。また，１

時間の流れについても，表１にある自己調整の過程

を取り入れることとする。さらに，児童が探究のプ

ロセスの中で見通しをもつために，表１の構成要素

である課題分析，自己動機付け信念及び自己評価を

取り入れた振り返りシートを学習活動の中に取り入

れ活用する。本研究の構想図を図２に示す。 

(3) 単元計画について 

自己調整学習のサイクルの長さについてZimmer- 

man（2000）は,学習者の目標とフィードバック次第

で数分から数年に変わるように，フィードバックの

頻度と質は，意味のある程度に自己調整できると述 

べている。本研究では,単元を計画するに当たって,

学習活動の中で，児童に見通しをもたせるため，図 

段階 段階について 過程 構成要素 定義 

予
見 

学習に先行し，学習を自己調
整する準備と意欲に作用する
学習過程と動機付けの源のこ
と。予見段階の内容や特徴は，
遂行段階における学習のプロ
セスに影響する自己調整学習
の初期段階において特に重要
な役割を果たす。 

課題 
分析 

目標設定 
授業，単元などの一定の時間内で，特定の学習結果を出すとい
う約束のこと。（塚野州一） 

方略 
プラン 
ニング 

有意な学習方法（学習方略）を選択したり組み立てたりするこ
と。（伊藤崇達） 

自己 
動機 
付け 
信念 

自己 
効力感 

一定の結果へ導く行動を自らがうまくやれるどうかという期
待,自信。目標を達成できるという信念。課題や対象に対して
もつ肯定的な見通しのこと。（Zimmerman） 

結果期待 
人が行動を起こす際に，どうすればその結果に至ることができ
るか期待すること。（中谷素之） 

課題価値 
/関心 

課題が個人的に重要であると価値付けること。 
(Wigfield,Tonks,＆Eccles) 

遂
行 

学習中に生じ集中と遂行に
作用する過程。遂行段階におけ
る過程は，結果として自己内省
段階での影響に大きく関わっ
てくる。 

自己 
観察 

認知 
モニタ 
リング 

課題に対し，そのときよりもうまく対応できるよう制御するは
たらきのこと。遂行過程と結果を自分の心の中で跡付けるこ
と。（塚野州一） 

自
己
内
省 

 自己の結果に対して作用す
る過程のことであり，次の学習
に関する予見に作用する。 

自己 
判断 

自己評価 
自分の遂行を基準と比較すること。自己の学習の進度を評価す
る。予見段階の生徒の目標設定は，生徒が自己内省段階で自己
評価するために使う規準に影響するとされている。（塚野州一） 

 

表１ 本研究に取り入れる「自己調整の諸段階と諸過程」における構成要素の定義 
 

単元全体
探究の
プロセス

自己調整
学習

課題の設定 予見

情報の収集

遂行

整理分析

まとめ・
創造・表現

実行

自己内省振り返り

予 見

探
究
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
見
通
し
を
も
つ

主体的な学びの実現

教師は振り返りシートに
自己動機付け信念に沿った
アドバイスを記入する

教師からのアドバイスを基に，目
標設定と方略プランニングの再考
を行う

前 時

本 時

認知
モニタリング

予 見

目標設定

自己評価

方略
プランニング

遂 行

自己
内省

１単位時間における振り返りシートの活用
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３に示すように，探究のプロセスの中に自己調整学

習の諸段階と諸過程を取り入れる。本単元では，単

元の学習活動のゴールを児童と共有し，自己調整学

習を取り入れて，見通しをもって活動に取り組める

よう計画した。 

(4) 見通しをもたせる振り返りシートの活用につ

いて 

佐藤真（2010）は，自己調整学習において，見通す

目的・内容や振り返る位置・内容等を児童が整理し,

分析し,統合しながら,常に自らの学習を自分自身で

調整することが，学習意欲を向上させるとともに思

考力・判断力・表現力を育むためには重要であると

述べている。 

塚野（2016）は，自己調整過程や自己動機付け信念

は親教師，友だちの指導とモデリングから学ぶこと 

 

ができると述べている。また，岡田涼（2012）は，学

習を自己調整する能力を発達させる初期段階では自

律的支援という観点から，教師が十分な役割を担う

ことができると述べている。これらのことから，児

童の発達段階を考慮した教師の支援として，振り返

りシートへアドバイスを記入することは，児童に予

見段階の自己動機付け信念を促し，児童自身による

動機付けへと発展させ，主体的に学ぶために有意で

あると考える。 

そこで本研究では，児童が見通しをもち，目的を

もって主体的に学習するため，自己調整学習の過程

を取り入れた振り返りシートを作成し，活用する。   

本研究における振り返りシートは，１単位時間の目

表設定と方略プランニングに係る項目と自己評価に

係る項目に大きく分かれており，それぞれに教師の 

 

単元名

目標

ゴールの児童の姿

【価値観・倫理観】自己理解・自らへの自信
ア　相手意識をもって，自分の考えを相手に伝え
   る。
イ　他者と協働して，課題を解決することを通して
   自他のよさを認め合う。

予見
目標設定
方略プランニング

遂行 認知モニタリング

自己内省 自己評価

予見
目標設定
方略プランニング

遂行 認知モニタリング

自己内省 自己評価

予見
目標設定
方略プランニング

遂行 認知モニタリング

自己内省 自己評価

予見
目標設定
方略プランニング

遂行 認知モニタリング

自己内省 自己評価

予見
目標設定
方略プランニング

遂行 認知モニタリング

自己内省 自己評価

予見
目標設定
方略プランニング

遂行 認知モニタリング

自己内省 自己評価

予見
目標設定
方略プランニング

遂行 認知モニタリング
自己内省 自己評価

予見
目標設定
方略プランニング

遂行 認知モニタリング

自己内省 自己評価

予見
目標設定
方略プランニング

遂行 認知モニタリング

自己内省 自己評価

予見
目標設定
方略プランニング

遂行 認知モニタリング

自己内省 自己評価

フレンドシップ・プロジェクト

障害者に関わる体験や交流をきっかけに，福祉に関心をもち，相手の立場に立って考え，自分たちができることを実践しようとする。

学習内容（全25時間）探究の過程

【意欲・態度】主体性・積極性
ア　課題の解決に向けて，自分の思いをもちなが
   ら取り組み，最後までやり遂げる。
イ　 課題の解決に向けて，他者と協働して進んで
   取り組もうとする。
ウ　学校内外の人と積極的に関わろうとする。

【スキル】課題発見・解決力
ア　工夫された課題の提示によって興味・関
　心をもち課題を自らのものと捉える。
イ　相手や目的や意図に応じて手段を選択し
　て情報を収集する。
ウ　既習の知識や調査・体験で得たことを整
　理し，次の課題を見付ける。
エ　調査や体験から得た情報を活用して表現
　力を育成する。

自己調整学習

「自分のよさを知り,お互いのよさを生かし合い,進んで活動に取り組む児童」

整理分析

実行

【整理分析】

課題の
設定

【実行】

⑫調べたことを交流し，まとめる。
⑬発信先を決めるため，アンケート調査を行う。
⑭アンケート集計を行う。

【研究授業４】
⑮アンケート結果から，次への学習活動の見通しをもつ。

優しい町「坂町」を伝えよう。（８時間）
【研究授業５】
⑯発信に向けて計画を立てる。

【研究授業１】
⑤これまでの学習を振り返り,新たな課題をもつ。

情報の
収集

【情報の収集】

【振り返り】

予
見

【振り返り】

【課題の設定】

情報の
収集

【情報の収集】

遂
行

【課題の設定】

まとめ・創
造・表現

振り返り ㉓単元の振り返りをする。

自
己
内
省

㉒報告会を開く。

「福祉」って何だろう？　（６時間）
①福祉について知る。
②聴覚障害について知る。
③アイマスク・車いす体験をする。
④盲導犬と暮らす視覚障害の人と触れ合う。

「フレンドシッププロジェクト」（11時間）
⑥町の現状を知る（Ｇ．Ｔ）
⑦現地調査をする。

【研究授業２】
⑧これまでの自分の考えをまとめ,新たな課題をもつ。

【振り返り】

【情報の収集】

【研究授業３】
⑨課題を決め，学習計画を立てる。

⑩体験活動等を通して，情報収集したい内容を見付ける。
⑪情報収集する。

⑰中間報告会の準備・リハーサルをする。
⑱中間報告会を開き,アドバイスを聞く。
⑳アドバイスを基に,改善する。
㉑準備・リハーサル

「振り返りシートの活用」

予見段階・自己内省段階にお

いて，振り返りシートの記入を

して児童の授業への見通しを

もたせる。

図３ 本研究の単元計画 
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アドバイスを記入する欄がある。目標設定と方略プ

ランニングに係る項目は前時の自己評価に，自己評

価は次時の目標設定と方略プランニングに明確につ

なげていく。作成した振り返りシートを図４に示し，

活用方法について述べる。 

まず，児童は本時の振り返りシートの目標設定と

方略プランニングについて目を通す。そこには前時

の終末に児童が設定した本時の学習目標と個人の目

標設定，方略プランニング及び教師によるアドバイ

スが書かれている。児童は，教師からのアドバイス

を基に，個人の目標設定と方略プランニングについ

て本時までに再考し，修正・加筆を行っておく。そし

て児童は，本時の展開に当たる遂行段階を経て，自

己内省の段階において，自己判断過程の構成要素で

ある自己評価を振り返りシートに記入する。ここで

は，予見段階で行った目標設定と方略プランニング

を基に，遂行段階で使用したワークシートを見直し

ながら，自己評価を行う。自己評価が終わると，児童

は各自の自己評価を基に，次時の予見段階である学

習目標について話し合い，個人の目標設定と方略プ

ランニングを行い，次時の振り返りシートに記入す

る。教師は本時までに振り返りシートを見て必要に

応じてアドバイスを行う。アドバイスの視点は，予

見段階の自己動機付け信念に係る構成要素を基とす

る。教師が児童に記述するアドバイスの視点につい

て表２に示す。また，単元全体を児童自身が見通し

をもって取り組むことができるように，単元における

振り返りシートも用意する。児童が記入した振り返り

シートとワークシートは，ポートフォリオとし，児童

自らが学習の流れを自覚し，見通しがもてるようにし

ておく。 

このように，振り返りシートを活用することで,児

童自ら学習への見通しをもち,目的をもって主体的

に学ぼうとするサイクルが展開していくと考える。 

 
表２ 児童の自己動機付け信念を促すアドバイスの視点 

Ⅲ 研究の仮説及び検証の視点と方法 
 

１ 研究の仮説 

 総合的な学習の時間において,探究のプロセスと

自己調整学習の三つの段階を取り入れた振り返り

シートを使って，本時の振り返りと次時の学習目標

及び児童の自己動機付け信念を促す教師のアドバイ

スを基にした課題分析が行えるよう指導をすれば，

児童は主体的な学びを実現できるであろう。 

 

２ 検証の視点と方法 
検証の視点と方法について，表３に示す。 

 
表３ 検証の視点と方法 

Ⅳ 研究授業について 

○ 期 間 平成28年11月30日～平成28年12月20日 

○ 対 象 所属校第４学年１組（29人） 
 

Ⅴ 研究授業の分析と考察 
 

１ 研究授業の概要 
 本単元では，坂町にある体の不自由な人が安心し

て利用できる施設があることを地域の人に知っても

らうため，児童ができることを考え，実践する活動 

検証の視点 方法 

１単位時間の振り返りシートを
活用し,継続的に指導と評価を行う
ことで,主体的な学びを育成するこ
とができたか。 

振り返りシート 

 

 
図４ 本研究における振り返りシート 

 

段階 構成要素 アドバイスの視点 

予見 

自己効力感 意欲につながるプラス評価をする。 

結果期待 
目標達成のための見通しがもてたり

意欲がもてたりする方法を示す。 

課題価値 

/関心 

学習行動を喚起しやすくする具体的

な学習方法について示す。 
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を行う。単元を通して，単元の最終的な活動目標で 

ある「優しい町『坂町』を伝えよう」を常に児童が意

識をもって活動ができるよう課題の設定での研究授

業を行う。検証方法は振り返りシートにおける児童

の変容から見取る。これらの一連の授業の概要を表

４に示す。なお，研究授業１は，自己調整学習を取

り入れた授業展開のガイダンスも踏まえた学習と捉

え，研究授業２から表５の評価基準を基に学習の到

達度を見取っていく。また，振り返りシートに表２

に示した自己動機付け信念を促す教師からのアドバ

イスを行い，その後の児童の変容についても見取っ

ていく。 

 

２ １単位時間の振り返りシートを活用し， 

継続的に指導することで，主体的な学びを

育成することができたか 

振り返りシートに記入した児童の記述の変容につ

いて，図５から図８へ示す。図５は予見段階におけ

る個人の目標設定の記述，図６は方略プランニング 

段 
階 

構成 
要素 

Ⅳ Ⅲ Ⅱ Ⅰ 

予 

見 
目
標
設
定 

 本時の学習
目標を達成す
るために児童
自身が積極的
に取り組める
具体的な目標
を設定してい
る。 

 本時の学習
目標を達成す
るための個人
の目標を設定
している。 

本時の学習
目標と関連性
がない個人の
目標を設定し
ている。 

無
記
入 

方
略
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ 

 本時の学習
目標と個人の
目標に関連し
た具体的な方
略を設定して
いる。 

 本時の学習
目標に関連し
た方略を設定
している。 

本時の学習
目標に関連性
のない方略を
設定している。 無

記
入 

自
己
内
省 

自
己
評
価 

 個人の目標
についての達
成状況及び次
時への学習サ
イクルにつな
がる方略につ
いて振り返り
をしている。 

 個人の目標
や方略プラン
ニングについ
ての振り返り
をしている。 

個人の目標
や方略プラン
ニングについ
て関連のない
振り返りをし
ている。 

無
記
入 

 

 

表５ 振り返りシートを見取るための評価基準 

学習活動 
研究授業１ 
学習活動⑤ 

研究授業２ 
学習活動⑧ 

研究授業３ 
学習活動⑨ 

研究授業４ 
学習活動⑮ 

研究授業５ 
学習活動⑯ 

探究のプロセス 
【課題の設定】 振り返り 課題の設定 課題の設定 課題の設定 課題の設定 

本時の 
学習目標 

これまでの体験
活動を振り返り,
誰もが安全で安心
して暮らせる町と
はどんな町か考
え，新たな課題を
もつことができ
る。 

役場の人の話や
駅周辺等の調査結
果を振り返り,こ
れからの学習に対
する見通しをもつ
ことができる。 

相手意識をした
課題解決に向けて
の学習計画を立て
ることができる。 

アンケートの集
計結果から, 自分
たちが伝えたいこ
とや伝えたい相手
について意見交流
し次への学習への
見通 しをもた せ
る。 

発信する相手や
目的に応じた方法
を決め,計画を立
てることができ
る。 

本

時

の

流

れ 

予見の 
再考 

グループによる

学びの振り返り 

前時の振り返り 「情報収集」の

過程までの振り返

り 

「情報収集」ま 

での振り返り 

前時の振り返り 

本時の学習目標の確認 【振り返りシートの活用】 

遂 行 

〇 グループで
「優しい町（誰
もが安心して暮
らせる町）」に
ついて情報交流
をする。 

〇 今後の学習課
題について意見
交流をする。 

 

〇 これからの学
習課題に向け
て,これまでの
学習を振り返り
ながら,自分の
考えを書く。 

〇 意見をペアで
交流した後，全
体で話し合う。 

〇 道のりという
言葉の意味を確
認する。 

〇 発信までの道
のりを考える。 

〇 グループで交
流後，計画を立
てる。  

〇  全体で交流
し，計画を立て 
る。 

〇 アンケート結
果から個人・グ
ル ー プ で 考 え
る。 

〇 グループの意
見を全体で交流
し合う。 

〇 意見交流をす
る。 

〇 今日の学習課
題について確認
する。 

〇 発信の仕方を
グループで考え
る。 

〇 単元振り返り
シートを使って
発信までの計画
を立てる。 

〇 発信までの計
画を立てる。 

自己内省 振り返り【振り返りシートの活用】 

予 見 次時の学習目標と学習内容の検討 【振り返りシートの活用】 

 

表４ 検証授業の概要 



- 7 - 
 

の記述について，表５の評価基準により見取ったグ

ラフである。 

 

図５ 予見段階における目標設定の結果 

 

図５を見ると，Ⅳ及びⅢ段階の児童が最終的には

増加したが，研究授業３では，減少したことが分か

る。減少した理由として，児童が学習目標から個人

の目標を設定することが難しかったことや児童が学

習計画を立てる際，これまでの学習が想起できる掲

示の工夫など，学習環境が不十分であったことが考

えられる。この課題を踏まえ，児童が行う目標設定

や方略プランニングの再考の仕方について見直した

ところ，研究授業４以降，Ⅳ及びⅢ段階の人数の割

合が大きく増加した。当初，目標設定と方略プランニ

ングについての再考は，振り返りシートに記述された

教師によるアドバイスを受け，児童自らが本時まで

に，アドバイスを基に再考することを想定していた。

しかし，再考した内容を修正・加筆する時間を児童

自身が確保することが難しいと判断し，研究授業４

以降，授業の導入時に目標設定と方略プランニング

を再考する時間を設けた。この見直しが児童にとっ

て有効であったため，Ⅳ及びⅢ段階の人数が増加し

たと考えられる。 

図６ 予見段階における方略プランニングの結果 

 

図６でも，図５の目標設定と同様，研究授業３で

の振り返りシートの記述についてⅣ及びⅢ段階が減

少したが，研究授業４からⅣ及びⅢ段階の児童が増

加した。研究授業４では，Ⅳ段階の児童10名のうち

９名，Ⅲ段階の児童13名のうち９名が，それぞれ目

標設定と方略プランニングを再考した内容を振り返

りシートに記述できていた。教師によるアドバイス

を基に方略プランニングを再考し,評価基準の段階

が上がったものを表６に記す。 

 
表６ 方略プランニングの再考による児童の記述の変容 

児童Ａは，自分の思いを書くことで表現すること

が苦手な児童だが，教師のアドバイスを読むことで，

本時の学習活動についてのイメージが湧き，具体的

な計画を立てることができた。児童Ｂの個人の目標

設定は「伝える内容と相手について，協力して決め

る。」というものだった。授業後，児童が協力して活

動できたと思うためには，活動内容を具体的に表記

することだと考え，アドバイスを行ったところ，児

童は，伝える相手を意識して内容を考え，順を追っ

て計画を立て，修正することができた。 

 

図７ 自己内省段階における方略プランニングについて 

の自己評価の結果 

  

図７，図８は，児童が本時の終末の振り返りシー

トに記述した自己評価を表５の評価基準を基に，見

取ったグラフである。図７，図８においても予見段

階の記述と同様，研究授業３での振り返りシートの

記述についてⅣ及びⅢ段階で減少傾向が見られた。

 記述 
教師の 

アドバイス 
再考後の変容 

児
童
Ａ 

・素早くする。 
・分かりやすく
説明する。【Ⅲ】 

・何を素早くし
ますか？詳し
く書いておく
と様子がよく
分かり，実行し
やすいです。 
【自己効力感】 

・役割を決めて，
話合いを素早
くする。 

・話合いのとき
自分の考えを
友だちに分か
りやすく説明
する。【Ⅳ】 

児
童
Ｂ 

・どういうふう
に発信するか
考える。 

・考えられたら
発表する。 

・内容はどのよ
うになったか
ちゃんと聞く。 

・考えられたら
発表する。 

・伝える相手は
どういうふう
にするか考え
る。【Ⅲ】 

・伝える相手や
伝える内容を
決めるために，
どのようにし
ていけばよい
か，具体的に考
えて整理して
みましょう。 

・①②③…と番
号を付けてみ
ましょう。 
【結果期待】 

①どういうふう
に発信するか
考える。 

②伝える相手を
誰にするか決
める。 

③内容はどうす
るかちゃんと
話し合う。ちゃ
んと聞く。【Ⅳ】 

 

 

（％） 

 

（％） 

 

（％） 
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その要因として，振り返りシートの自己内省の記入

欄に，児童が何を記述すればよいか，具体的な説明

がなかったことから，児童は目的が分かりにくく，

授業の感想を書いたものが多かったことが挙げられ

る。本時の学習を自己評価したことが，次時への予

見段階につながる記述ができる振り返りシートに改

善する必要があると考えた。振り返りシートの改善

について表７に示す。 

 
表７ 振り返りシートの改善 

振り返りシートの改善を行った結果，研究授業４

では，Ⅳ及びⅢ段階の記述をした児童が増加した。

研究授業５では，Ⅰ段階の児童が０名になった。自

己内省は表１にあるように，予見段階の個人の目標

設定が自己評価の基準になることから，予見段階で

の目標設定及び方略プランニングが明確なものであ

れば，児童は振り返りを通して，次時へ更には単元

のゴールに向かって見通しがもてると考えられる。

振り返りシートの改善は，児童が授業への見通しをも

つために有効であり，児童は見通しをもって，主体的

に学習に取り組むことができたと考えられる。また，

研究授業５は，探究のプロセスの実行までの計画を

立てる学習活動であった。児童は進んでこれまで蓄

積したシートを見直し，比較することで見通しを

もった記述ができた。 

 

図８ 自己内省段階における学習活動についての自己評価 

の結果 

 

図８の自己評価は，学習活動についての振り返り

のため，遂行段階の学習活動の内容が反映されやす

い。研究授業５において無記入の児童が３名と増加

した。これは，個人の目標設定が明らかになったこ

とで，遂行段階のグループ活動により，他の児童の

考えに影響を受け，個人の目標の達成が難しかったと

考えられる。個人の目標設定をする場合は，本時の学

習目標と個人の目標の整合性が図れているか指導し

ていくことが重要であると考える。よって，本時の

学習目標と個人の目標設定についてのつながりを考

えた振り返りの指導については今後の課題である。 

 

Ⅵ 研究のまとめ 
 

１ 研究の成果 
総合的な学習の時間において，学習活動の中で見

通しをもたせるために自己調整学習の三つの段階を

取り入れた振り返りシートを活用した授業を展開し

た。授業の終末に次時の学習目標の設定，個人の目

標設定と方略プランニングを行い，教師のアドバイ

スを基に本時で再考をしたこと，児童の実態に合わ

せた振り返りシートの改善を行ったことにより，児

童は授業において，本時の振り返りを生かした次時

への課題分析を行うことができ，見通しをもって学

習に取り組むことができた。学習活動を通して，児

童は，主体的な学びを実現することができたと考え

られる。 

 

２ 研究の課題 
 今回の授業では，１単位時間当たりの自己調整学

習に焦点を当てて指導した。今後は，児童が主体的

に学ぶために単元全体の流れに沿った振り返りシー

トを活用した指導を充実させていく必要があると考

える。また児童の主体的な学びを充実させるために

は，自己内省段階への影響に関わる遂行段階につい

ての指導を工夫し，更に児童が見通しをもてる振り

返りができるよう振り返りシートを改善していく。 
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（％） 

今日学習したことについて 

改善前 改善後 

今日学習したことについて 

      のとき， 

 

今日学習した45分間をふ

り返りましょう。「めあて」

を基に，初めて発見したこ

とや次の学習に役立つこ

と，次の学習に向けて気に

なる問題点など気付いたこ

とを書きましょう。 

 


